
冬
に
飲
む「
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」発
売

　
　
　飲
ん
で
日
本
の
酪
農
を
応
援（
酪
農
部
）

中国・上海で日本産農畜産物アピール
（輸出対策部）

「ニッポン全国物産展」で
新米・米加工品などをPR
（米穀生産集荷対策部）

２年ぶりに「第３２回農業機械大展示会」を
開催（滋賀県本部）
海外拠点便り
（CGBエンタープライズ㈱）

ＪＡズームイン（東京：ＪＡ東京むさし）

「旬鮮倶楽部」2022年度申込受付中
（くらし支援事業部）

「暮らしまるっとＪＡ巡り！
 ～ぐるぐるスタンプラリーキャンペーン～」
 実施（群馬県本部）
ＪＡタウンショップ紹介
　JA熊本果実連（熊本県）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
│

5
面

8

7

Web
限定

「つくいのお茶の湯」新発売（神奈川県本部）
インフルエンサーと「東北の魅力」を広く発信
（東北営農資材事業所）

2

6

3

２年ぶりの実開催となったTACパワーアップ大会（４-５面）

「ミルクティー」は牛乳を50%以上使用し需
要拡大に貢献（３面）

「旬鮮倶楽部」2022年度は青果物特集や
「あったか冬ごはん」「父の日企画」も用意（8面）

TACパワーアップ大会２０２１を開催
（耕種総合対策部）
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News!

News!

中国・上海で日本産農畜産物アピール

「ニッポン全国物産展」で新米・米加工品などをPR

「中国国際輸入博覧会」と「上海環球食品展」に出展

米消費拡大の一環「パエリア」の魅力も紹介

輸出対策部

米穀生産集荷対策部

　
輸
出
対
策
部
と
全
農（
上
海
）貿
易
有
限
公
司
、J
A
全
農
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
、現
地
輸
入
者
・
卸
業
者
と
連
携
し
、中
国
・
上
海

で
11
月
5
〜
10
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
4
回
中
国
国
際
輸
入
博
覧
会

（
C
I
I
E 

2
0
2
1
）」と
、11
月
9
〜
11
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
25

回
上
海
環
球
食
品
展（
F
H
C 

2
0
2
1
）」に
続
け
て
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
し
た
。

　
米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
は
J
A
全
中
と
連
携
し
、11
月
19
〜
21
日
に

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ（
東
京
都
）で
開
催
さ
れ
た「
ニ
ッ
ポ
ン
全

国
物
産
展
」に「
J
A
全
農
」ブ
ー
ス
を
出
展
し
、新
米
・
米
加
工
品
の

販
売
、消
費
拡
大
に
向
け
た
P
R
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
C
I
I
E 
2
0
2
1
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
で
厳
戒
態
勢
の
中
、
開

催
さ
れ
、
世
界
1
2
7
カ
国
・

地
域
か
ら
約
2
9
0
0
社
以
上

の
企
業
が
出
展
し
、
入
場
者
数

は
48
万
人
と
な
り
ま
し
た
。輸
出

対
策
部
と
全
農（
上
海
）貿
易
有

限
公
司
、J
A
全
農
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
出
展
し
た
ジ
ェ

ト
ロ
主
催
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
ブ
ー
ス
で
は
、
日
本
産
米

や
飲
料
・
包
装
食
品
な
ど
加
工

品
を
紹
介
し
、
中
国
現
地
の
最

　
1
7
8
社
が
出
展
し
た「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」（
主
催
：
全

国
商
工
会
連
合
会
）に
は
、
3

日
間
で
約
4
万
5
千
人
が
来
場

し
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

　
「
J
A
全
農
」ブ
ー
ス
で
は
、新

米
や
、今
年
度
発
売
と
な
っ
た
農

協
ご
は
ん
を
は
じ
め
と
す
る
米

加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
消
費
拡
大
の
一
環

新
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
交
換
や

商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
期
に
開
催
さ
れ
た

「
F
H
C 

2
0
2
1
」は
、
中
国

最
大
規
模
の
総
合
食
品
見
本
市

と
し
て
、
世
界
15
カ
国
・
地
域

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
置
さ
れ
、

約
2
8
0
0
社
以
上
の
企
業
が

出
展
し
、
8
万
人
以
上
が
来
場

し
ま
し
た
。
食
品
展
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
専
門
的
な
バ

イ
ヤ
ー
が
多
数
来
場
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
日
本
産
米
の
試
食

や
飲
料
の
試
飲
を
行
い
、
各
バ

イ
ヤ
ー
と
成
約
に

向
け
た
商
談
を
行

い
ま
し
た
。
今
後

も
中
国
で
取
り
扱

い
可
能
な
品
目
の

動
向
を
見
据
え
、

日
本
産
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

と
し
て
、
手
軽
に
作
れ
る
お

米
料
理「
パ
エ
リ
ア
」の
レ
シ

ピ
提
案
や
、「
筋
肉
×
ご
は
ん 

R
I
C
E
B
O
D
Y
！
」な
ど
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
い
、お

米
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
農
協
牛
乳

は
知
っ
て
い
た
け
ど
農
協
ご
は

ん
は
初
め
て
見
た
」、「
パ
エ
リ

ア
っ
て
こ
ん
な
に
簡
単
に
作
れ

る
の
か
」な
ど
驚
き
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
は
、国

産
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
お
米

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

CIIE2021 出展ブース

FHC2021 出展ブース

JA全農ブース

多くの方が来場されたJA全農ブース
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News!

News!

消費拡大の一環で乳飲料「ミルクティー」発売

２年ぶりに「第３２回農業機械大展示会」を開催

飲用向け需要が減少する冬に、飲んで日本の酪農を応援

セルフメンテナンス研修、営農・担い手支援相談なども実施

酪農部

滋賀県本部

　

酪
農
部
は
12
月
1
日
、
牛
乳
を
50
%
以
上
使
用
し
た「
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
」を
発
売
し
ま
し
た
。こ
の
年
末
年
始
は
例
年
に
な
い
生
乳
需
給

の
緩
和
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、消
費
拡
大
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
本
部
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
滋
賀
と
11
月
12
日
か
ら
3
日
間
、

長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム
で「
第
32
回
農
業
機
械
大
展
示
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
は
酪
農
家
の
努
力

と
酪
農
関
係
者
の
後
押
し
に
よ

り
増
産
に
転
じ
ま
し
た
が
、
需

要
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
な
ど
で
低
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。特
に
年
末
年
始
は
、学

校
給
食
牛
乳
の
休
止
や
一
部
量

販
店
の
休
業
で
、
牛
乳
の
需
要

は
さ
ら
に
落
ち
込
み
ま
す
。酪
農

部
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
の
開
発
・
販
売
を
行

　
今
展
示
会
は
、
滋
賀
県
の
系

統
農
業
機
械
事
業
の
発
展
・
拡

充
を
目
的
に
、
県
内
9
J
A
と

滋
賀
県
本
部
が
主
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
当
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
策
と
し

て
来
場
者
の
人
数
制
限
な
ど
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、共
同
購
入
ト
ラ

ク
タ
ー
S
L
33
L
の
展
示
・
紹

介
や
、
大
型
か
ら
小
型
ま
で
の

う
こ
と
で
、
酪
農
業
界
を
取
り

巻
く
現
状
を
発
信
す
る
と
共
に
、

需
要
拡
大
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
「
酪
農
家
が
丹
精
込
め
て
搾
っ

た
生
乳
を
一
滴
た
り
と
も
無
駄

に
し
な
い
」そ
ん
な
思
い
が
詰

ま
っ
た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
で
す
。

一
口
飲
む
と
牛
乳
の
コ
ク
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。
ま

た
、
茶
葉
に
は
㈱
神
奈
川
県
農

協
茶
業
セ
ン
タ
ー
の

「
箱
根
山
麓
紅
茶
」を

使
用
し
、
紅
茶
の
爽

や
か
な
香
り
と
の
絶

妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
味

わ
え
る
一
品
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

各
種
新
型
農
機
、
ド
ロ
ー
ン
や

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
機
、
小
物
商
品
、
野

菜
関
連
商
品
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。農
作
業
安
全
啓
発
、セ
ル

フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研
修
会
、
営

農
・
担
い
手
支
援
相
談
や
食
味

測
定
、
野
外
実
演
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
先
進
の
自
動
運
転
技
術
を

導
入
し
た
田
植
機
の
実
演
を
す

る
な
ど
、
初
日
か
ら
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
3
日
間
で

約
4
3
0
0
人
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

共同購入トラクターＳＬ３３Ｌ

コロナ対策を実施しての開催となった「第32回農業
機械大展示会」

ミルクティーの
商品紹介ページ

3900円/1ケース（24本入り）（税・送料込み、ＪＡタウン
「酪市酪座」での販売価格）
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と
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　分
科
会
で
は
「
未
利
用
・
低
利
用

担
い
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
事
業

承
継
」、「
農
業
労
働
力
支
援
」、「
ス

マ
ー
ト
農
業
」、「
農
家
手
取
り
最
大

化
」の
5
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
実

際
に
担
い
手
へ
提
案
す
る
こ
と
を
想

定
し
た
熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　全
農
で
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

の
原
点
で
あ
る
「
担
い
手
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
」
を
念
頭

に
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
担
い
手
が
二
人
三
脚

で
地
域
農
業
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

過
去
の
大
会
で
全
国
表
彰
を
３
回

以
上
受
賞
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
高

い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
お

ち
い
ま
ば
り
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、
生
産

振
興
や
労
働
力
支
援
、
法
人
化
支

援
、
農
家
手
取
り
最
大
化
の
実
践
、

新
技
術
や
省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材

の
導
入
提
案
な
ど
、
幅
広
い
担
い
手

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が

受
賞
者
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　基
調
講
演
で
は
「
東
大
卒
、
農
家

の
右
腕
に
な
る
。」
の
書
籍
で
も
著

名
な
フ
ァ
ー
ム
サ
イ
ド
㈱
代
表
取
締

役
の
佐
川
友
彦
氏
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。業
務
の
大
き
な
転
換
が

し
づ
ら
い
農
業
の
現
場
に
お
い
て
、

「
行
動
す
る
リ
ス
ク
よ
り
も
行
動
し

な
い
機
会
損
失
が
大
き
い
」、「
小
さ

な
業
務
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
な
ど
ご
自
身
が
行
っ
た
阿
部

梨
園
で
の
業
務
改
善
の
経
験
を
も

　今
大
会
は
、「
担
い
手
の
構
造
変

化
に
対
応
で
き
る
出
向
く
活
動
体

制
の
強
化
」、「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
労
働
力
支
援
・
事
業
承
継
・

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
加
速
」、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
創
意
工
夫
あ

る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
実
践
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例
発

表
、分
科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、「
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
企
画
」

と
題
し
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

Z
o
o
m
で
視
聴
し
て
い
る
25
県

域
2
3
7
人
と
本
会
場
を
つ
な
ぎ
、

各
県
域
に
設
置
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
か
ら
日
頃
の
T
A
C
活
動
の

取
り
組
み
や
全
国
の
T
A
C
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　表

彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の
Ｊ

Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
を
は
じ
め
と
す
る

Ｊ
Ａ
表
彰
４
Ｊ
Ａ
、Ｊ
Ａ
特
別
表
彰

１
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
６
人
、
T
A
C

特
別
表
彰
2
人
の
計
13
の
Ｊ
Ａ
・

T
A
C
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

　全
農
は
11
月
17
〜
18
日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
T
A
C
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
２
１
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
（
愛
称
T
A
C
）
や
Ｊ
Ａ
役
員
、
担
い
手
な
ど

約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

2年ぶりの実開催。コロナに負けない担い手 対応の取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２１を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、

 

担
い
手
に
出
向
き・寄
り
添
い・と
も
に
歩
み
ま
す
。

 

一
、変
革
す
る「
今
」を
的
確
に
捉
え
、

 

担
い
手
の
営
農
を
支
援
し
ま
す
。

 

一
、地
域
に
根
ざ
す
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
、

 

担
い
手
と
と
も
に
新
た
な
農
業
の
形
を
創
造
し
ま
す
。

ＴＡＣ表彰
岩手県　岩手中央農業協同組合 玉山 正彦 氏
岩手県　花巻農業協同組合 髙橋 　望 氏
石川県　金沢市農業協同組合 押田 哲男 氏
島根県　島根県農業協同組合 原 　紀行 氏
島根県　島根県農業協同組合 前田 晃弘 氏
岡山県　晴れの国岡山農業協同組合 森 　弘光 氏

ＴＡＣ特別表彰（努力・共感部門）
埼玉県　埼玉ひびきの農業協同組合 野平 　巧 氏
佐賀県　佐賀県農業協同組合　　　  久保喜久男 氏

ＪＡ特別表彰（出向く活動強化運動部門）
秋田県　こまち農業協同組合

ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰
愛媛県　越智今治農業協同組合

ＪＡ表彰
福岡県　筑前あさくら農業協同組合　【全農会長賞】
石川県　松任市農業協同組合
兵庫県　たじま農業協同組合
熊本県　阿蘇農業協同組合

ＴＡＣパワーアップ大会2021受賞者一覧 大会宣言

3

5
集合写真
基調講演をするファームサイド（株）佐川代表
県域サテライト企画の様子

取り組み事例を紹介するJAおちいまばり森部長
菅野会長から表彰状を受け取るJA筑前あさくら星野常務
分科会で活発に議論する参加者
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と
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　分
科
会
で
は
「
未
利
用
・
低
利
用

担
い
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
事
業

承
継
」、「
農
業
労
働
力
支
援
」、「
ス

マ
ー
ト
農
業
」、「
農
家
手
取
り
最
大

化
」の
5
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
実

際
に
担
い
手
へ
提
案
す
る
こ
と
を
想

定
し
た
熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　全
農
で
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

の
原
点
で
あ
る
「
担
い
手
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
」
を
念
頭

に
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
担
い
手
が
二
人
三
脚

で
地
域
農
業
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

過
去
の
大
会
で
全
国
表
彰
を
３
回

以
上
受
賞
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
高

い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
お

ち
い
ま
ば
り
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、
生
産

振
興
や
労
働
力
支
援
、
法
人
化
支

援
、
農
家
手
取
り
最
大
化
の
実
践
、

新
技
術
や
省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材

の
導
入
提
案
な
ど
、
幅
広
い
担
い
手

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が

受
賞
者
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　基
調
講
演
で
は
「
東
大
卒
、
農
家

の
右
腕
に
な
る
。」
の
書
籍
で
も
著

名
な
フ
ァ
ー
ム
サ
イ
ド
㈱
代
表
取
締

役
の
佐
川
友
彦
氏
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。業
務
の
大
き
な
転
換
が

し
づ
ら
い
農
業
の
現
場
に
お
い
て
、

「
行
動
す
る
リ
ス
ク
よ
り
も
行
動
し

な
い
機
会
損
失
が
大
き
い
」、「
小
さ

な
業
務
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
な
ど
ご
自
身
が
行
っ
た
阿
部

梨
園
で
の
業
務
改
善
の
経
験
を
も

　今
大
会
は
、「
担
い
手
の
構
造
変

化
に
対
応
で
き
る
出
向
く
活
動
体

制
の
強
化
」、「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
労
働
力
支
援
・
事
業
承
継
・

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
加
速
」、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
創
意
工
夫
あ

る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
実
践
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
表
彰
や
取
り
組
み
事
例
発

表
、分
科
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、「
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
企
画
」

と
題
し
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

Z
o
o
m
で
視
聴
し
て
い
る
25
県

域
2
3
7
人
と
本
会
場
を
つ
な
ぎ
、

各
県
域
に
設
置
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
か
ら
日
頃
の
T
A
C
活
動
の

取
り
組
み
や
全
国
の
T
A
C
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　表

彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の
Ｊ

Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
を
は
じ
め
と
す
る

Ｊ
Ａ
表
彰
４
Ｊ
Ａ
、Ｊ
Ａ
特
別
表
彰

１
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
表
彰
６
人
、
T
A
C

特
別
表
彰
2
人
の
計
13
の
Ｊ
Ａ
・

T
A
C
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

　全
農
は
11
月
17
〜
18
日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
T
A
C
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
２
１
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い

手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
（
愛
称
T
A
C
）
や
Ｊ
Ａ
役
員
、
担
い
手
な
ど

約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

2年ぶりの実開催。コロナに負けない担い手 対応の取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２１を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し
、

 

担
い
手
に
出
向
き・寄
り
添
い・と
も
に
歩
み
ま
す
。

 

一
、変
革
す
る「
今
」を
的
確
に
捉
え
、

 

担
い
手
の
営
農
を
支
援
し
ま
す
。

 

一
、地
域
に
根
ざ
す
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
、

 

担
い
手
と
と
も
に
新
た
な
農
業
の
形
を
創
造
し
ま
す
。

ＴＡＣ表彰
岩手県　岩手中央農業協同組合 玉山 正彦 氏
岩手県　花巻農業協同組合 髙橋 　望 氏
石川県　金沢市農業協同組合 押田 哲男 氏
島根県　島根県農業協同組合 原 　紀行 氏
島根県　島根県農業協同組合 前田 晃弘 氏
岡山県　晴れの国岡山農業協同組合 森 　弘光 氏

ＴＡＣ特別表彰（努力・共感部門）
埼玉県　埼玉ひびきの農業協同組合 野平 　巧 氏
佐賀県　佐賀県農業協同組合　　　  久保喜久男 氏

ＪＡ特別表彰（出向く活動強化運動部門）
秋田県　こまち農業協同組合

ＴＡＣトップランナーズＪＡ表彰
愛媛県　越智今治農業協同組合

ＪＡ表彰
福岡県　筑前あさくら農業協同組合　【全農会長賞】
石川県　松任市農業協同組合
兵庫県　たじま農業協同組合
熊本県　阿蘇農業協同組合

ＴＡＣパワーアップ大会2021受賞者一覧 大会宣言

3

5
集合写真
基調講演をするファームサイド（株）佐川代表
県域サテライト企画の様子

取り組み事例を紹介するJAおちいまばり森部長
菅野会長から表彰状を受け取るJA筑前あさくら星野常務
分科会で活発に議論する参加者
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　ルイジアナ州には多彩な食文化があります。
米国の他の地域に比べて、オイスター、ナマズ
など、魚介類を食す機会も多いのですが、地域
独自のものとしてザリガニがあります。ルイジアナ
州ではザリガニの養殖が盛んで、1～ 6月にシー
ズンを迎えます。会社では毎年ザリガニパーティー
を催しています。

換
え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
集
荷
、分
別
管

理（
I
P
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
）す
る
物
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。種
子
会
社
と
長
期
契

約
を
行
い
、非
遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
種
子
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、米
国
で
は
食

料・穀
物
に
関
す
る
事
業
は
必
要
不
可

欠
な
事
業
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
業
務
を
継
続

遂
行
し
て
き
ま
し
た
。米
国
農
業
の
供

給
力
の
強
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま

す
。生
産
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
、携
帯
電
話・メ
ー
ル
を
活
用
し
、多
様

化
し
ま
し
た
。

　
穀
物
の
安
定
供
給
に
お
い
て
は
、穀
物

輸
出
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
重
要
で
す

が
、そ
の
集
荷
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。C
G
B
で
は
生
産
者
と
の

関
係
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
、全
農
グ

ル
ー
プ
の
強
固
な
穀
物
供
給
体
制
を
支

え
る
べ
く
、日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
C
G
B
社
は
1
9
6
9
年
に
設
立
、

1
9
8
8
年
に
J
A
全
農
グ
ル
ー
プ
と
伊
藤

忠
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
共
同
で
買
収
さ
れ
、

C
G
B
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
従
業
員
数
は
約
1
5
0
0
人
で
す
。

主
な
事
業
は
穀
物
集
荷
で
、米
国
中
西
部
を

中
心
に
1
2
0
基
を
超
え
る
穀
物
集
荷
施

設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。本
社
は
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
近
郊
で
、全
農
グ
レ
イ

ン
と
同
じ
事
務
所
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、活
動

の
現
場
は
米
国
中
西
部
と
言
え
ま
す
。生
産

者
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
を
買
い
付
け
、

そ
の
多
く
を
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
な
ど
の
河
川
に

「
は
し
け
」積
み
を
行
い
、ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ

の
全
農
グ
レ
イ
ン
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。他
に
、

大
豆
搾
油
、は
し
け
輸
送
、港
湾・物
流
な
ど

の
事
業
も
営
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、生
協
な
ど
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、非
遺
伝
子
組
み
換
え
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
集
荷
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。約
２
０
０

０
戸
の
穀
物
生
産
者
産（
プ
レ
ミ
ア
ム・
グ
レ
イ

ン・
グ
ロ
ア
ー
ズ
）と
契
約
し
、非
遺
伝
子
組
み

C
G
B
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

魅 力 的 な 現 地 食

米
国
中
西
部
を
中
心
に
穀
物
集
荷

全
農
グ
ル
ー
プ
の
強
固
な
穀
物
供
給
体
制
を
支
え
る

CGB穀物集荷施設
（フロリダ州ネイプルズ）

120カ所の穀物集荷施設の拠点図（赤い点）。
1500 人の従業員は各地で活躍しています

スパイシーな味付けに
なっています
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ＪＡ東京むさし
（東京都）

概要 令和 3 年３月 31日現在

正組合員数　　　　     　3071人
准組合員数　　　　 　2万5316人
職員数                       479人
販売品取扱高           9億2千万円
購買品取扱高           7億4千万円
貯金残高  　         4967億3千万円
長期共済保有高     7353億2千万円
主な農産物  野菜、果物、花き、植木、卵

「
あ
な
た
の
と
な
り
が
産
地
で
す
」

都
市
農
業
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進

農
産
物
販
売
所「
ボ
ン
・
マ
ル

シ
ェ
・
プ
ラ
ス
」も
オ
ー
プ
ン
。

夜
7
時
ま
で
の
営
業
で
、
日
中

に
直
売
所
を
利
用
で
き
な
い
客

層
に
も
好
評
で
す
。
各
市
で
学

校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
の

供
給
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

小
平
市
の
20
年
度
の
地
場
産
導

入
率
は
30
・
１
％
。
生
産
者
に

と
っ
て
も
重
要
な
販
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

　

21
年
7
～
10
月
に
は
、
地
場

産
果
物
が
抽
選
で
当
た
る
懸
賞

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
に
新
鮮
で
安
全
安
心
な

地
場
産
農
産
物
を
提
供
す
る
た

め
、
5
市
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト「
ム
ー
ち
ゃ
ん
広

場
」を
設
置
し
、
年
中
無
休
で

営
業
し
て
い
ま
す
。2
0
2
1

年
6
月
に
は
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
前
に

つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

20
年
度
に
は
准
組
合
員
の
愛
称

を「
東
京
む
さ
し 

Ｊ
Ａ
パ
ー
ト

ナ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。愛
称
は

自
ら
も
准
組
合
員
で
あ
る
職
員

か
ら
募
集
。
地
域
農
業
振
興
の

応
援
団
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
親
し
み
と
関
心
を
持
っ
て

Ｊ
Ａ
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
事
業
の
充
実

を
図
り
、「
農
」を
基
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
と
都
市
農
業
の

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地場産果物を抽選でプレゼント
した「むさしの恵み定期貯金」

決定した准組合員の愛称を紹介する
役職員

山
梨
県

東京都

埼玉県

神奈川県

　
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
は
東
京
都

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
武
蔵

野
市
・
三
鷹
市
・
小
金
井
市
・

小
平
市
・
国
分
寺
市
の
5
市
を

エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。管
内
の

人
口
は
約
78
万
人
。大
き
な
マ
ン

シ
ョ
ン
の
隣
に
畑
、
と
い
う
光

景
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。地
域

品
付
き
の
定
期
貯
金
を
発
売
し

ま
し
た
。
信
用
事
業
を
通
じ
て

都
市
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
第

1
弾
は
小
平
市
産
の
梨
を
、
第

2
弾
は
三
鷹
市
産
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
向
け
広
報
誌「
か

わ
せ
み
通
信
」の
発
行
や
直
売

所
運
営
審
議
会
へ
の
准
組
合
員

の
参
加
な
ど
、
准
組
合
員
と
の

新鮮な地場産農産物が並ぶファーマーズ・
マーケット「ムーちゃん広場」

学校給食用の農産物を納品する生産者（左）
と受け取るＪＡ職員

農
産
物
販
売
所
や
学
給
で

地
元
野
菜
を
提
供

准
組
合
員
と
の

つ
な
が
り
も
強
化

「ムーちゃん広場」の
ロゴマーク
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JA熊本果実連

　「ポンカン」は、甘味が強く酸味は控えめ、果肉がやわ
らかく果汁たっぷりの柑橘です。ポンカン独特の甘い香
りも魅力です。果皮は手で簡単にむくことができ、少し種
があるものの、じょうのう（薄皮）が薄く袋ごと食べられ
ます。
　寒さに弱いポンカンは、太陽光がたくさん降り注ぐ熊
本の温暖な気候の下で栽培されています。園地は海岸
から近い場所が多く、海からの反射光と潮風で運ばれ
るミネラルを浴びて品質の良いポンカンが育ちます。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

熊本県産  柑橘  ポンカン
【約4.5Kg　L/Mサイズ35～45個入】……4500円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

「旬鮮倶楽部」2022年度申込受付中

　くらし支援事業部は、北海道から沖縄まで全国各地の旬の果
実を中心に、毎月、産地直送でお届けする頒布会事業「旬鮮倶楽
部」に取り組んでいます。　　　　　　　　  【くらし支援事業部】

 群馬県本部は、ＪＡ総合事業における生活関連事
業（農産物直売所・ＪＡ－ＳＳ（ガソリンスタンド）・ク
ミアイプロパン）の相互利用の活性化・認知度向上
を目的として、2022年1月末まで携帯端末を活用し
たＷｅｂスタンプラリーを実施しています。

【群馬県本部】

　期間中、キャンペーン参加のＪＡ－ＳＳ、ＪＡ農産
物直売所に掲載しているポスターのＱＲコードをス
マートフォンなどで読み取り、発行されるスタンプを
１０個集めるとＷｅｂ上から応募できます。抽選で群
馬県産「レンジアップごはん利根きらり」や「野菜ボッ
クス」（ＪＡ佐波伊勢崎直売所からか～ぜ）などが当
たります。

　2022年度は、青果物特集や、冬に食べたい温まる商品を集め
た「あったか冬ごはん」企画をご用意しています。新設した「父の日
企画」やクリスマス、お中元といった歳時企画もあり、配達場所も
複数指定できますので、贈答用としてもご利用いいただけます。
　ご家族だんらんのひとときや、大切な人を思い商品選びを楽し
めることも本カタログの魅力です。遠出や旅行に制限がかかる昨
今、全国の旬をご家庭で楽しんでみてはいかがでしょうか。ぜひ、
この機会にお試しください。

2022年度企画（4月からお届け）のご注文は、2022年1月末
まで全国の各ＪＡ窓口で受け付けています。
※一部お取り扱いのないＪＡもございます。

旬鮮倶楽部のお問い合わせは各県の全農生活担当
部署までお願いします。

「暮らしまるっとＪＡ巡り！～ぐるぐるスタンプラリーキャンペーン～」実施

かんきつ

青果物特集や「あったか冬ごはん」企画、
「父の日企画」も用意

JA全農のインターネットショッピングモール
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